
竃
謂
謂
『
最
勝
王
経
音
義
』
の
性
格

－
－
類
衆
名
義
抄
諸
本
と
の
比
較
を
中
心
に
　
－

佐
　
々
　
木

勇

目
　
　
次

二
　
は
じ
め
に

二
、
書
誌
の
概
要

三
、
各
部
の
漢
字
の
配
列
順

四
、
「
類
衆
名
義
抄
」
諸
本
と
の
注
文
の
比
較

の
和
訓

拗
音
注

㈲
義
注

㈲
字
体
注

五
、
和
訓
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

六
、
む
す
び一

、
は
じ
め
に

「
金
光
明
景
勝
王
脛
」
の
音
義
と
し
て
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
承
暦
三
年
抄
本
が
、
今
日
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

天
理
図
書
館
現
蔵
の
正
平
七
年
写
『
最
勝
王
脛
音
義
』
は
、
承
暦
三
年
抄
本
以
外
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
」
の
現
存
本
と
し
て
は
、
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。

詣
瑠
補
語
『
最
勝
王
経
音
義
』
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
二

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
の
書
を
、
初
め
に
学
会
に
紹
介
し
た
の
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
で
あ
り
、
近
年
、
西
崎
亨
氏
に
よ
る
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
川
瀬
博

士
は
、
本
音
義
が
、
「
類
衆
名
義
抄
観
智
院
本
系
統
の
本
を
参
照
し
て
ゐ
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
「
音
訓
を
類
衆
名
義
抄
に
も
と
め
て
ゐ
る

（3）

烏
、
南
北
朝
頃
に
於
け
る
国
語
資
料
と
し
て
は
特
に
有
益
な
資
料
と
い
ふ
事
は
出
来
な
い
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
崎
氏
は
、
「
観

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

智
院
本
類
衆
名
義
抄
」
と
の
差
異
に
注
目
さ
れ
、
和
訓
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
「
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
」
と
少
な
か
ら
ぬ
相
違
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
書
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
未
だ
正
確
な
報
告
が
、
見
ら
れ
な
い
為
、
本
稿
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。

二
、
書
誌
の
概
要

（5）

書
誌
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
既
に
川
瀬
博
士
の
記
述
が
有
り
、
西
崎
氏
の
一
部
影
印
を
交
え
た
紹
介
も
存
す
る
為
、
こ
こ
で
は
繰
り
返

さ
な
い
。
た
だ
、
奥
書
の
み
を
重
ね
て
記
す
な
ら
ば
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

正
平
七
年
髭
未
明
之
天
披
類
『
東
名
義
之
書
籍
注
敢
勝
王
脛
『
之
音
訓
願
以
此
小
善
速
成
彼
『
大
栗
而
巳
『
　
　
　
　
　
仲
甚

川
瀬
博
士
は
、
こ
の
天
理
図
書
館
蔵
本
を
、
仲
甚
手
写
の
原
本
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
筆
者
も
、
過
日
、
原
本
を
見
る
機
会
を
得
、
正
平

七
年
の
書
写
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
。

尚
、
本
音
義
中
に
は
、
各
部
ご
と
に
整
理
し
て
書
写
し
た
後
に
、
各
部
の
終
わ
り
に
、
後
に
増
補
し
た
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
存
す
る
。

や
や
墨
色
が
濃
く
、
大
ぶ
り
の
字
で
あ
る
が
、
同
じ
く
仲
甚
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
部
の
始
め
に
は
、
朱
で
、
「
〓
「
二
」

「
三
」
…
…
と
通
し
番
号
が
付
さ
れ
、
音
注
の
大
部
分
に
も
、
朱
の
合
点
が
見
ら
れ
る
。
増
補
の
部
分
に
も
朱
の
合
点
は
施
さ
れ
て
い
る
為
、

失
点
は
本
文
増
補
の
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。



三
、
各
部
の
漢
字
の
配
列
順

本
音
義
は
、
そ
の
部
立
が
、
「
入
部
」
で
始
ま
り
、
「
雑
部
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
「
類
衆
名
義
抄
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
部
首
の
順
序

は
、
必
ず
し
も
「
類
衆
名
義
抄
」
に
従
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
川
瀬
博
士
・
西
崎
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
．
る
。

こ
こ
で
は
、
各
部
首
内
の
漢
字
の
配
列
順
に
つ
い
て
見
る
。
川
瀬
博
士
は
、
前
引
書
中
で
、
「
各
部
の
漢
字
の
配
列
順
も
亦
名
義
抄
に
掠
っ

て
ゐ
る
。
勿
論
所
収
字
数
は
造
か
に
少
量
で
あ
る
か
ら
、
名
義
抄
の
中
か
ら
敢
勝
王
経
所
用
の
漢
字
を
拾
ひ
出
し
た
と
い
ふ
関
係
に
な
っ
て

ゐ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
」
　
と
記
述
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

（7）

と
こ
ろ
が
、
今
、
本
音
義
の
「
入
部
」
の
掲
出
字
に
、
改
編
本
類
衆
名
義
抄
諸
本
で
の
所
在
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
表
I
の
如
く
で
あ

り
、
い
ず
れ
の
本
と
も
、
少
な
か
ら
ぬ
相
違
が
見
ら
れ
る
。

本
音
義
は
、
仲
甚
の
依
っ
た
「
類
衆
名
義
抄
」
の
掲
出
順
に
従
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
現
存
の
改
編
本
諸
本
の
掲
出
順
序
を

見
る
に
、
本
音
義
の
掲
出
順
に
漢
字
が
配
列
さ
れ
た
よ
う
な
改
編
本
の
一
本
が
存
在
し
た
可
能
性
は
、
極
め
て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
類
衆
名
義
抄
」
の
掲
出
順
で
は
な
い
と
す
る
と
、
何
に
依
っ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
、
本
音
義
が
「
最
勝
王
脛
音
義
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
最
勝
王
脛
本
文
と
の
関
係
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
確
か
め
る
為
に
、
本
音
義
の
第
一
の
部
首
「
入
部
」
と
、
第
二
の

（8）

部
首
「
言
部
」
内
の
掲
出
字
と
、
そ
れ
ら
の
漢
字
の
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
内
の
所
在
と
を
示
し
た
も
の
が
、
表
H
で
あ
る
。

（9）

表
H
に
見
ら
れ
る
通
り
、
初
め
に
、
最
勝
王
脛
中
の
所
在
に
関
係
な
く
、
部
首
と
な
る
「
人
」
「
言
」
が
掲
げ
ら
れ
、
以
下
、
ほ
ぼ
、
経
本

（10）

文
中
の
初
出
例
の
出
現
順
に
並
ん
で
い
る
。
入
部
の
終
わ
り
の
二
字
、
「
佑
」
と
「
備
」
と
は
、
や
や
墨
色
が
濃
く
、
大
ぶ
り
の
字
で
あ
り
、

後
の
増
補
と
見
ら
れ
る
。
言
部
の
終
わ
り
の
三
字
、
「
蔑
」
「
詞
」
「
皆
」
の
内
、
最
後
の
「
響
」
は
、
後
の
増
補
と
見
ら
れ
る
が
、
「
蔑
」
「
詞
」

の
二
字
は
、
そ
の
様
に
は
見
ら
れ
な
い
。
或
い
は
、
一
段
階
前
で
の
増
補
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
ま
た
、
言
部
の
「
5
誹
」
の
掲
出
順
序
は
、

「
金
光
明
最
勝
王
経
」
中
の
初
出
例
の
所
在
と
対
応
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
勝
王
脛
中
に
「
誹
誘
」
の
語
が
、
屡
見
ら
れ
る
為
、

雷
電
詣
『
景
勝
王
脛
音
義
』
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
6
語
」
の
直
前
に
「
誹
」
を
配
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
と
思
う
。

右
の
如
く
、
疑
問
の
例
は
存
す
る
が
、
本
音
義
の
掲
出
字
は
、
「
金
光
明
景
勝
王
脛
」
に
於
け
る
出
現
順
に
並
べ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
本
音
義
の
掲
出
字
の
中
に
は
、
類
衆
名
義
抄
に
見
ら
れ
な
い
字
が
存
す
る
。
そ
の
掲
出
字
と
注
文
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

嘲
（
マ
マ
）
　
（
5
ウ
）
　
藷
（
マ
マ
）
　
（
1
0
オ
）
　
婚
㌻
イ
　
（
1
4
ウ
）

こ
れ
ら
の
漢
字
は
、
「
金
光
明
最
勝
王
脛
」
の
中
に
は
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
本
音
義
で
の
掲
出
順
位
も
、
最
勝
王
経
で
の
、
当
該
字
の
初

出
例
の
所
在
と
対
応
す
る
。
従
っ
て
、
や
は
り
「
名
義
抄
の
中
か
ら
敢
勝
王
繹
所
用
の
漢
字
を
拾
ひ
出
し
た
」
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
、
確

か
と
な
る
。
最
勝
王
経
の
漢
字
を
拾
い
出
し
、
名
義
抄
を
以
っ
て
、
注
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
『
類
賢
名
義
抄
』
諸
本
と
の
注
文
の
比
較

本
音
義
の
掲
出
字
に
対
す
る
注
文
は
、
一
見
し
て
、
改
編
本
の
『
類
衆
名
義
抄
』
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。
前
節
で
見

た
、
『
賛
衆
名
義
抄
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
三
字
に
は
、
「
婦
」
字
に
、
「
」
サ
イ
」
と
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
『
類
衆
名
義
抄
』
に
見
ら

れ
る
注
以
外
は
、
書
き
込
ま
な
い
と
い
う
基
本
姿
勢
が
伺
え
る
（
「
エ
片
仮
名
」
の
型
の
音
注
に
つ
い
て
は
、
後
述
）
。

以
下
、
本
音
義
の
編
者
仲
甚
が
依
っ
た
『
類
衆
名
義
抄
』
は
、
改
編
本
の
内
に
、
ど
の
様
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
現

存
改
編
本
諸
本
と
の
比
較
を
通
し
て
考
え
た
い
。

比
較
は
、
Ⅲ
和
訓
、
拗
音
注
、
㈲
義
注
、
㈲
字
体
注
の
順
で
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

Ⅲ
和
訓

現
存
改
編
本
諸
本
の
残
存
状
況
よ
り
、
比
較
は
、
入
部
・
才
部
・
、
、
L
部
・
∪
部
・
身
部
・
耳
部
・
女
部
に
属
す
る
本
音
義
掲
出
字
の
総
て

へ
〓
」

を
対
象
と
し
て
、
行
な
う
こ
と
と
す
る
　
（
以
下
同
じ
）
。

本
音
義
の
第
一
掲
出
字
「
人
」
と
、
第
二
掲
出
字
「
備
」
に
つ
い
て
、
名
義
抄
改
編
本
諸
本
の
注
文
を
記
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
声



表入部

61 51 41 31 21 11 01 9 8 7 6 5 4 3 2 1
掲
出

休 偽 伎 倦 傷 儀 値 倒 促 侵 山′1 健 休 HHuH
働 悌人

字

一 一 一 一 一 一 一 一 一 巻一
景

勝
王

中

の
所

四

7
二
2

‾
14

‾
11

‾
9

‾8 ‾8
‾
12

‾
5

‾
4

‾
3

‾
3 2 1 1 紙1

一
経在

92 8 2 6 1 8 5 91 52 7 12 02 2 11 3 行4

71 61 51 41 31 21 11 01 9 8 7 6
＿

5
＿

4
＿

3
＿

2
＿

1
＿

掲
出

謎 謀 詰 誤 証 帝旧三一ロ
諦 誘 這 論 日日善ロ

誘 誹 置 調 詳 言 字

一 一 一 一 一 一 一 一 日中四
11

四
9

四
5

四
6 ‾11 ‾8 ‾1

‾
13

‾
13

‾
11

序 ‾
6

二
1 1 1 1 5

顧
勝の

王所

31 31 7 32 2 72 6 41 11 51 7 72 6 8 4 1 81 経在

謁
講
詔
『
景
勝
王
経
音
義
』
の
性
格





掲
出
順
序
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
次
の
表
Ⅲ
で
は
、
「
人
」
字
に
対
す
る
、
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
の
注
文
の
如
く
、
掲
出
順
序
を
含
め
、
全

く
本
音
義
と
二
敦
す
る
場
合
に
は
、
○
印
を
、
高
山
寺
本
の
注
文
の
如
く
、
掲
出
順
序
は
異
な
る
が
、
本
音
義
と
同
一
の
和
訓
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
△
印
を
記
入
し
た
。

謁
韻
語
『
最
勝
王
経
音
義
』
の
性
格
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六
八

次
に
、
「
悌
」
字
の
和
訓
を
比
較
す
る
。
観
智
院
本
に
は
、
本
音
義
に
見
ら
れ
な
い
「
ヲ
ホ
キ
ニ
ス
」
と
い
う
訓
が
存
す
る
。
こ
の
様
な
場

合
、
表
H
に
は
、
「
㊦
（
ヲ
ホ
キ
ニ
ス
）
」
と
記
入
し
た
。
ま
た
、
高
山
寺
本
を
見
る
に
、
観
智
院
本
と
同
じ
く
、
「
オ
ホ
キ
ニ
ス
」
の
訓
は
多
い

が
、
「
オ
ホ
キ
ナ
リ
」
と
「
タ
チ
マ
チ
」
の
訓
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
様
な
場
合
、
表
Ⅲ
に
は
、
「
◎
（
オ
ホ
キ
ニ
ス
）
0
（
オ
ホ
キ
ナ
リ
・
タ
チ

マ
チ
）
」
と
記
入
し
た
。
同
様
に
し
て
、
蓮
成
院
本
は
、
「
◎
（
オ
ホ
キ
ニ
ス
）
○
（
オ
ホ
キ
ナ
リ
）
」
と
な
る
。

（12）

右
の
如
く
に
、
作
製
し
た
も
の
が
、
表
H
で
あ
る
。
（
空
欄
は
、
掲
出
字
自
体
が
存
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）

表
Ⅲ

9 8 7 6 5 4 3 2 1
倒 促 侵 山イ 健 休 n

H
H
HH

働 悌 人

㊦

（ク
ッ
ヵ
ヘ
ス
）

◎

（セ
ム
・セ
メ
ト
ル
）

△ ○ △ ◎

（ヤ
ス
シ
）

◎

（ユ
タ
ヵ
ニ
）0

（ヮ
レ
・
ユ
タ
ヵ
ナ
リ
）

㊦

（ヲ
ホ
キ
ニ
ス
）

○

観
智
院
本

〈同
上
〉

〈同
上
〉

△ △ △ 〈同
上
〉

〈同
上
〉

◎

（霊

キ
）

○

（岩

帯

リ
・）

△

高
山
寺
本

△ 〈
同
上
〉

◎
〈ォ
ホ
キ
ニ
ス
ー

○
（ォ
ホ
キ
ナ
リ
）

○

蓮
成
院
本

△ ◎

（セ
ム
・セ
メ
ト
ル
・
ス
ミ
ャ
ヵ
ニ
）

○ △ △ 〈同
上
〉

西
念
寺
本



32 22 12 02 91 001 71 61 51 41 31 21 11 ハU1
伐 傍 債 僕 僅 停 倫 体 偽 伎 俺 傷 儀 値

◎

（ソ
ホ
「一ル
）

◎

〈ァ
マネ
ク
）

○ ○ ◎

（誓

い
㌶

”
霊

㌢

ラ
バ
、
）

◎

（ト
ニ
・ヤ
ト
ル
）

○

（ナ
タ
メ
テ
）

○ ○ ㊦

（ィ
ッ
ハ
ル
）

○

0

（タ
ユ
ム
・ィ
タ
ム
）

△ ◎
（
㍑

㌶

）

○

（
賞

こ

△

〈同
上
〉

△ △ △ ㊦

（
鍔

㌫
㌶

”
言

㌦

）

〈
同
上
〉

△ ○ ◎

（ィ
ッ
ハ
ル
）

0

（
誓

抽っ

）

0

（ァ
シ
）

0

（ィ
タ
ム
）

△ ◎

（ヨ
シ
）

○

△ 〈同
上
〉

〈同
上
〉

〈
同
上
〉

○ ○ ◎

（ィ
ッ
ハ
ル
）

○

（ィ
ッ
バリ
）

○

○

〈ィ
タ
ム
）

△ ◎

（ト
ル
・ヨ
シ
）

○

電
認
諾
『
最
勝
王
壁
墓
我
』
の
性
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像 佗 供

○ ○

○

（ッ
ヵ
ル
・
ヲ
ロ
ヵ
ニ
）

◎

す
キ
ナ
フ
）

○ ◎

（タ
ハ
フ
ル
・メ
タ
リ
）

◎

（タ
ハ
フ
ル
・メ
ク
リ
）

◎
（
”
㌶

い
㌶

㌍

・）

△ ◎

（ヵ
タ
ム
）

○ ◎

（ヵ
タ
ハサ
ム
）

○

（ク
ル
シ
）

○

△ ○ 〈同
上
〉

◎

（ァ
キ
ナ
フ
）

○

（ァ
キ
ナ
ヒ
）

○ ◎

〈タ
ハ
フ
ル
）

◎

（タ
ハ
フ
ル
）

◎

（メ
ク
シ
・タ
パ
フ
レ
・ゥ
レ
フ
）

△ ◎

（ヵ
タ
ム
・ァ
サ
マ
ク
）

○ △

○

〈ヮ
フ
・
ホ
ロ
フ
・ク
ル
シ
）

△

○ 〈同
上
〉

△

0

（ス
ク
ナ
シ
）

〈
同
上
〉

㊦

（ァ
キ
ナ
フ
）

〈
同
上
〉

〈同
上
〉

◎

（メ
タ
シ
・タ
パ
フ
レ
・ゥ
レ
フ
）

△ ○ △

0

（ク
ル
シ
）

○
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○ ⑳

（コ
ホ
ス
）

〈和
訓
な
し
〉

0

〈キ
ル
）

◎

（ハ
キ
・ヤ
フ
ル
・ス
コ
シ
キ
・ミ
ソ
ヵ
こ）

◎

（ッ
キ
）

◎

（ヵ
ク
′こ

○ ○ ◎

（ナ
ル
）

○ △ △ ○

△ 〈
同
上
〉

〈
和
訓
な
し
〉

○

（ノ
リ
）

◎

（ハ
キ
・ヤ
フ
ル
・ス
コ
シ
キ
）

〈同
上
〉

〈同
上
〉

○ ○ 〈同
上
〉

○ △ △ ○

0

（ス
キ
タ
リ
）
◎

（ス
ミ
）

◎

（コ
ホ
ス
）

○

（ォ
ヨ
フ
・
コ
ホ
ル
）

〈
和
訓
な
し
〉

0

（キ
ル
）

◎

（ハ
キ
・
ヤ
フ
ル
・
ス
コ
シ
キ
・ク
ト
シ
）

〈
同
上
〉

◎

〈ヵ
ク
七

〇

（メ
タ
ル
）

○ ○ △ ○ △ △ ○

電
韻
謂
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○

（ヵ
ヘ
ル
）

△ ○ △ ○ ○ ◎

（ハ
シ
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・
マ
サ
シ
・サ
キ
ニ
・
ヤ
ル
）

○ △ ◎

（ヤ
ラ
フ
）

◎

（ヲ
ヒ
ャ
受

）

○

○ △ 〈同
上
〉

△ ○ △ ○ ○ ◎

（
㌶

喜

㍍

シ
・）

○

（
”
豊

○ △ 〈同
上
〉

㊦

（ヤ
ヵ
ス
）

△

○ △ 〈同
上
〉

△ ○ △ ○ ○ 〈同
上
〉

○ △ ○ 〈同
上
〉

△

○ ◎

（キ
こ

〈
同
上
〉

△ ○ △ ○ ○ ◎

（マ
サ
シ
・
サ
キ
ニ
・
ヤ
ル
）

○ ○ ◎

（ヤ
ラ
フ
）

◎

（ォ
ヒ
ャ
ヵ
ス
）

△
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○

〈ォ
ホ
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（ト
ホ
シ
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○ ◎

（ッ
ク
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）

○ ○ △ 〈
和
訓
な
し
〉

㊦

（ヤ
シ
ナ
フ
・シ
タ
ヵ
フ
）

〈同
上
〉

△ ○ △ △ ○ 〈
同
上
〉

○ 〈同
上
〉

○ ○ △ 〈和
訓
な
し
〉

〈同
上
〉

〈同
上
〉

○ ○ ○ ○ ○ 〈
同
上
〉

○ △ ○ ○ ○ 〈和
訓
な
し
〉

㊦

（ヤ
シ
ナ
フ
・
シ
タ
ヵ
フ
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○

（ユ
タ
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〉
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○

（ナ
ル
）

○

○ ○ ○ 〈同
上
〉

○ △ ○ △ △

0

（ァ
ヶ
）

△ ○ ○ ○

◎

（ホ
キ
ォ
ト
ィ
モ
ゥ
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）

○

e

（ヵ
ミ
ナ
キ
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ッ
タ
マ
）

（虫
損
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た
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不
明
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○

（ゥ
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〈和
訓
な
し
〉

○ △ ◎

（ヵ
タ
ム
）

○ ○

0

（鍔

言

兢
㌢

ヒ
）

〈和
訓
な
し
〉

○ △ △ ○ ○ 〈同
上
〉

〈
和
訓
な
し
〉

○ △ △ ○ ○

○

（
㌶

誓
㍉
贅

㌢

・
）

◎

（ヵ
タ
ム
）

○

○

（鍔

言

兢
㌢

ヒ
）

表
H
I
を
、
数
量
的
に
処
理
し
た
も
の
が
、
表
Ⅳ
で
あ
る
。

表
Ⅳ△ ○

51 34
観
智

射051 ％034
院
本

92 13
高
山

％092 射013 寺
本

、
16 22

蓮
成

別172 射373 院
本

51 23
西
念

％291 ％014
寺
本

（
0
内
は
各
本
中
で
の
パ
ー
セ
ン
テ
ィ
ジ
）

電
謂
謂
『
儲
勝
王
脛
音
義
』
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○ ◎

字31 字13

㈲2 ㈲5

字21 字62

計18 討34

字9 繹1

計71 ㈲’′ほ

揮1 字22

計81 ㈲3

（
0
内
は
和
訓
の
語
数
）

表
Ⅲ
を
、
数
量
的
に
処
理
し
た
も
の
が
、
表
Ⅳ
で
あ
る
。

表
Ⅳ
に
於
い
て
、
全
体
の
中
で
の
、
○
印
の
割
合
を
見
る
と
、
観
智
院
本
が
、
4
3
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、
次
い
で
、
西
念
寺
本
の
、

4
1
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、
蓮
成
院
本
の
、
m
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
山
寺
本
の
、
3
1
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
△
印
の
割
合
は
、
逆
に
、

高
山
寺
本
が
、
別
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
高
く
、
次
い
で
、
蓮
成
院
本
・
西
念
寺
本
・
観
智
院
本
の
順
で
あ
る
。
○
印
と
△
印
と
の
割
合
は
、

改
編
本
諸
本
ご
と
に
異
な
る
が
、
観
智
院
本
と
西
念
寺
本
と
が
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
を
示
し
、
高
山
寺
本
と
蓮
成
院
本
と
が
、
ま
た
ほ
ぼ
同
じ

割
合
を
示
し
て
い
る
。
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
が
、
○
印
（
掲
出
順
序
を
含
め
、
全
く
一
致
す
る
場
合
）
の
割
合
が
高
い
こ
と
よ
り
、
和
訓
の
掲

（13）

出
順
序
に
つ
い
て
は
、
本
音
義
は
、
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
◎
と
0
の
数
を
見
る
と
、
改
編
本
諸
本
い
ず
れ
も
◎
の
方
が
多
く
、
全
体
と
し
て
、
本
音
義
よ
り
も
現
存
改
編
本
諸
本
に
は
、
和

訓
が
多
い
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
先
ず
、
本
音
義
の
編
者
仲
甚
の
依
っ
た
類
衆
名
義
抄
に
は
、
現
存
の
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
見
ら
れ
る
訓
の
一
部
が
、

（14）

存
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
類
衆
名
義
抄
に
存
し
た
和
訓
を
、
仲
甚
が
、
削
除
し
た
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
現
段
階
で
は
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
が
、
他
の
改
編
本
の
状
況
と
、
後
に
述
べ
る
音
注
・
義
注
・
字
体
注
に
つ

い
て
は
、
類
衆
名
義
抄
の
注
を
削
除
し
た
と
考
え
ら
れ
る
点
か
ら
、
仲
甚
の
依
っ
た
類
衆
名
義
抄
に
は
、
現
存
改
編
本
と
同
様
の
和
訓
が
存

し
て
お
り
、
そ
の
一
部
分
を
、
仲
甚
が
削
除
し
た
と
い
う
可
能
性
の
方
が
、
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



ま
た
、
0
の
訓
（
本
音
義
に
存
し
な
が
ら
、
類
衆
名
義
抄
に
見
ら
れ
な
い
和
訓
）
も
存
す
る
の
で
あ
り
、
「
伽
」
に
対
す
る
「
ワ
レ
」
の
訓
、
「
俺
」

の
「
イ
タ
ム
」
、
「
停
」
の
「
ナ
タ
メ
テ
」
の
訓
等
が
、
何
故
、
本
音
義
に
見
ら
れ
な
が
ら
、
現
存
の
改
編
本
類
衆
名
義
抄
諸
本
に
は
見
ら
れ

（15）

な
い
の
か
、
が
問
題
と
な
る
が
、
現
在
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
十
分
な
考
察
が
で
き
て
い
な
い
。
後
考
に
ま
ち
た
い
。

佃
音
注

音
注
に
つ
い
て
、
Ⅲ
和
訓
と
同
様
の
表
を
作
製
す
れ
ば
、
表
Ⅴ
の
如
く
に
な
る
（
紙
幅
の
関
係
上
、
諸
本
間
で
相
違
の
見
ら
れ
る
も
の
に
限
っ

た）。表
Ⅴ

31 11 9 7 5 4 3 2
倦 儀 倒 侵 健 休 伽 備

◎ ◎ ◎ ㊦ ◎ ◎
○

◎

観
智
院
本

（ （ （ （ （ （ （禾 禾 ⊥ 禾 禾 禾 費

（7
島

．
シ ク ’

又） マ） ム ）
） （

ママ

禾

耳
）
○

（
上
嶋
）

） 去
コ
ン
）

音
弼

・
和
音
部
ッ
）

○ ○
◎

（音
島
）

○

（
ェ▼嶋
）

○
◎

（又
音
見
コ
ン
）

◎

〈又
音
ク
）

0

（禾
ヵ
）

◎

（音
費

・
又
音
弼
）

高
山
寺
本

◎

（禾
ク
）

㊦

（音
費
・
又
音
弼
・
禾
工
復
ッ
）

蓮
成
院
本

○ ○
◎

（
ェ
島

・
禾
平
）

○

（
ェ
鳴
）

◎

（禾
シ
ム
）

◎

（禾
見
又
去
コ
ン
）

〈同
上
〉

○

西
念
寺
本

電
瑠
謂
『
最
勝
王
経
音
義
』
の
性
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＿
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0
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衛
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㊦ ◎

○

○
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）

㊦ ◎

上
〉
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⊥
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又
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又
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㈱ 99 79 59 49 19 09 98 88 58
姿 婆 紆 妃 昆ムHHHlr

妖 娯 稗 奴 嫉

○ ○

0

（
ェ
ヵ
ン
）

○
◎

（
競

㌘

）

○

（
芸

悠

）

○

（
ェ
ェ
ゥ
）

○ ○
◎

（禾
ヌ
）

◎

（又
上
白
）

0

（禾
シ
ャ
）

0

（禾

ハ
）

〈同
上
〉

○

（禾
ヒ
）

〈同
上
〉

〈同
上
〉

○

（禾
ク
コ
）

0

（禾
ヒ
）

◎

（又
音
ヌ
）

㊦

（又
昔
日
）

○ ○
〈同 ◎ 〈同 〈同 〈虫 ○

◎ ◎

上
〉

（方
罪
反
）

上
〉

上
〉

損
の
た
め
不
明
〉

（禾
ヌ
）

（又
上
白
）

〈
同
上
〉

○
〈同
上
〉

〈同
上
〉

表
Ⅴ
を
見
る
と
、
高
山
寺
本
を
除
き
、
◎
が
多
く
、
0
が
少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
和
訓
の
場
合
と
同
様
、
改
編
本
類
衆
名
義

抄
と
比
較
し
、
本
音
義
に
は
音
注
が
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
高
山
寺
本
に
0
が
多
い
の
は
、
本
音
義
（
ま
た
、
他
の
改
編
本
類
衆
名
義
抄
）
に
存

し
な
が
ら
、
高
山
寺
本
に
は
存
し
な
い
和
音
注
が
多
い
故
で
あ
る
。
本
音
義
は
、
観
智
院
本
・
達
成
院
本
・
西
念
寺
本
と
較
べ
、
和
音
注
も

少
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
他
の
名
義
抄
と
較
べ
和
音
注
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
高
山
寺
本
の
様
子
と
は
、
異
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
か
ら
、
本
音
義
の
音
注
は
、
高
山
寺
本
系
統
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



高
山
寺
本
以
外
の
三
本
の
中
で
、
ど
の
本
に
近
い
か
は
、
比
較
可
能
な
例
が
少
な
い
為
、
決
定
し
か
ね
る
。
し
か
し
、
西
念
寺
本
は
、
「
1
1

儀
」
「
1
3
倦
」
「
2
9
保
」
で
、
観
智
院
本
よ
り
も
、
本
音
義
に
近
い
様
相
を
呈
し
、
蓮
成
院
本
は
、
1
「
6
3
邁
」
「
8
0
聾
」
「
9
5
妃
」
に
於
い
て
、
他

本
に
は
見
ら
れ
な
い
本
音
義
と
の
相
違
点
を
見
せ
る
。
こ
の
事
か
ら
、
敢
え
て
言
え
ば
、
本
音
義
の
音
注
は
、
西
念
寺
本
・
観
智
院
本
に
近

い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
Ⅲ
和
訓
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
と
も
一
致
す
る
。

先
に
記
し
た
如
く
、
本
音
義
は
、
全
体
的
に
は
、
名
義
抄
に
較
べ
、
音
注
が
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
有
っ
て
、
本
音
義
の
方
に

音
注
が
多
い
も
の
（
表
Ⅴ
で
O
と
記
さ
れ
る
も
の
）
の
、
一
々
に
つ
い
て
、
次
に
見
る
こ
と
と
す
る
。

観
智
院
本
の
「
9
倒
」
の
「
上
嶋
」
は
、
観
智
院
本
で
は
、
「
上
島
」
と
な
っ
て
い
る
為
、
表
中
、
0
で
表
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
5
8
逐
」

の
「
禾
チ
ク
」
は
、
本
音
義
で
は
、
「
禾
同
」
の
「
同
」
字
を
墨
抹
し
て
、
左
傍
に
「
チ
タ
」
と
書
か
れ
て
い
る
為
に
、
0
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
左
傍
の
「
チ
ク
」
は
、
編
者
の
見
た
名
義
抄
に
は
存
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
、
高
い
で
あ
ろ
う
。
「
2
5
億
」
の
「
ユ
タ
ク
」
、
「
3
1
俳
」
の

「
」
ハ
イ
又
エ
ヒ
」
、
「
3
2
個
」
の
「
上
火
イ
」
、
「
6
0
遵
」
の
〓
ソ
ン
」
、
「
9
1
妖
」
の
「
エ
エ
ウ
」
、
「
9
4
娘
」
の
「
」
へ
イ
又
エ
コ
ン
」
、
「
9
7

紆
」
の
〓
カ
ン
」
は
、
い
ず
れ
も
、
「
」
片
仮
名
」
の
型
で
あ
り
（
た
だ
し
、
頬
音
字
「
火
」
が
一
例
存
す
）
、
名
義
抄
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す

る
音
注
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
型
の
音
注
は
、
注
文
の
端
に
書
き
込
ま
れ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
、
三
で
掲
げ
た
、
「
碩
」
の
例
の
如

く
に
、
名
義
抄
に
見
ら
れ
な
い
字
に
対
し
て
も
、
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
義
抄
に
よ
っ
て
注
し
た
後
に
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
音

注
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
佗
」
の
「
ユ
タ
ク
」
、
「
俳
」
の
〓
ヒ
」
、
「
連
」
の
「
エ
ソ
ン
」
は
、
所
謂
百
姓
読
で
あ
り
、
何
か
依
り
所
が

（16）

有
っ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
も
疑
わ
れ
て
く
る
。

「
6
0
遵
」
に
対
す
る
「
順
六
俊
六
」
、
「
6
2
遊
」
の
「
ケ
ウ
六
」
も
、
同
様
に
後
の
音
注
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
O
の
音
注
と
は
違
っ
て
、
「
7
2
匿
」
に
対
す
る
「
禾
ク
ヰ
」
は
、
注
文
の
半
ば
に
書
か
れ
て
お
り
、
書
写
の
後
に
書
き
加
え
ら
れ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
仲
甚
の
見
た
類
衆
名
義
抄
に
は
、
か
く
有
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
存
の
改
編
本
は
、
そ
の
昔
注
を

（17）

留
め
て
い
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

電
認
諾
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勝
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音
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研
　
究

以
上
、
本
音
義
に
多
い
音
注
は
、
名
義
抄
に
よ
っ
て
注
し
た
後
の
、
増
補
と
見
ら
れ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

次
に
、
本
音
義
に
は
見
ら
れ
な
い
音
注
（
表
Ⅴ
で
◎
と
記
さ
れ
る
も
の
）
に
つ
い
て
、
見
る
。

先
ず
、
和
音
注
に
つ
い
て
見
た
い
。

観
智
院
本
に
代
表
さ
れ
る
改
編
本
諸
本
は
、
原
撰
本
の
和
音
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
と
、
改
変
し
て
引
き
継
い
だ
も
の
と
の
外
に
、

（18）

改
編
本
に
於
い
て
、
増
補
さ
れ
た
も
の
が
、
相
当
数
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
問
題
と
す
る
◎
の
和
音
は
、
改
編
本
に
於
い
て

増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
音
義
の
基
と
な
っ
た
類
衆
名
義
抄
に
は
、
末
だ
そ
れ
ら
の
和
音
が
増
補
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
考
え
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
表
Ⅴ
か
ら
は
、
何
と
も
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
原
撰
本
の
一
本
と
認
め
ら
れ
る
図
書
寮
本
と

比
較
可
能
な
、
水
郭
以
下
衣
部
ま
で
の
本
音
義
所
収
字
、
撒
l
字
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
と
の
比
較
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
観
智
院
本
に

和
音
注
が
見
ら
れ
な
が
ら
、
．
本
音
義
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
、
3
3
字
存
し
た
。
そ
の
3
3
字
の
、
観
智
院
本
の
和
音
注
と
、
図
書
寮
本
の
「
真

云
」
　
の
記
事
と
を
次
に
掲
げ
る
。

〔
観
智
院
本
〕

漠
　
禾
平
　
　
　
　
（
法
上
6
）

注
　
禾
シ
．
ユ
．
チ
．
ユ
．
（
3
4
）

済
　
禾
サ
0
ィ
0

温
　
禾
ウ
ン

濯
　
禾
又
去

染
　
禾
平

潮
　
禾
同

〔
図
書
寮
本
〕

×（
公
云
趣
）

真
云
細
．

真
云
ウ
ン
．

真
云
貫
．
」

××

92994294124



潮泥澤汚沈マ
円

ヽ

Y

ヽ滋理論誕託峯阜降防陵墜

禾
同

（
マ
マ
）

禾
又
ナ
ク

禾
同

禾
」
禾
．

（
マ
マ
）

チ
の
ム
0

禾
チ
．
ム
．

禾
又
平

禾
又
去

禾
ネ
チ

禾
ロ
．
ン
．

禾
又
平

（
マ
マ
）

禾

キ

乞

禾
又
去

禾
平

禾
我
ウ

禾
去
平

禾
去
！

禾
ツ
イ

（24）（38）（41）（2）（39）（15）

（

〃

）

（

6

8

）

（

5

3

）

（

5

2

）

（用）

××真
云
タ
ク

真
云
ワ
．
ヲ

真
云
チ
ム
．

2404844112

レ

真
云
ユ
：
ゥ
．

真
云
．
シ
．

××真
云
－
．

××禾
～
平
行
円

×

レ

真
云
ハ
．
ウ

××

648452174959

亜
調
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u
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り
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．
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リ
ム
．

禾
又
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（
マ
マ
）
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語

（
竺
一

（
9
3
二

幡
　
禾
ハ
．
ン

網
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マ
ウ
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賓
．
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フ
．
ン
．

（74）（77）（94）（103）（121）（119）（117）
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レ
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云
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オ
：
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）
．
コ
．
ン

真
云
リ
．
ン
．
レ
ン

×真
云
タ
．
ン
．

×××真
云
賓

真
云
フ
．
ン
．

ハ
L
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U
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J

り
ん
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〇

り
ー

H
M

〃
′

36

り
ー

り
一

〇
〇

り
－

耶
“

り
ー

q
 
U

13〃
一

右
に
見
ら
れ
る
通
り
、
本
音
義
に
見
ら
れ
な
い
和
音
注
の
中
に
は
、
図
書
寮
本
に
既
に
存
し
て
い
た
も
の
が
、
半
数
程
度
有
り
、
本
音
義
の

（19）

依
っ
た
改
編
本
の
類
衆
名
義
抄
に
も
、
そ
の
和
音
注
は
、
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
、
或
も
の
は
採
り
、
或
も
の
は

（20）

削
除
し
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
の
様
で
あ
る
。

正
音
注
に
つ
い
て
も
、
和
音
注
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
即
ち
、
図
書
寮
本
と
比
較
可
能
な
部
分
で
検
討
す
る
と
、
本
音
義
は
、
原
撰

本
に
存
し
て
い
た
も
の
を
も
、
削
除
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
ど
の
様
な
音
注
を
削
除
し
た
の
か
が
問
題
と
な

（21）

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い
調
査
に
は
至
っ
て
い
な
い
。



㈱
義
注

義
注
に
つ
い
て
、
拗
音
注
と
同
様
の
表
を
作
制
す
れ
ば
、
表
Ⅵ
の
如
く
に
な
る
。

表
Ⅵ99 49 88 07 45 84 64 34 24 12 41

婆 日比ム〃′
奴 匹 追 御 循 用便 徴 侶 伎

○
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○
◎ ㊦

観
智
院
本

（ （ （ （ （ （ （ （ （
配
）

核 配 冠
）

駁
同

並
）

行

、

重
、

垂

、ヽ
）

ヽ
） ） ） 長

）
）

○
〈
同 ○

◎ ◎ 〈同
〈
同

〈
同 ○

◎ 〈同

高
山
寺
本

上
〉

（配
）

（冠
名
）

上
〉

上
〉

上
〉

（重

・
長

＼
）

上
〉

0

（舞

、
）

〈同
上
〉

○ ○
〈同
上
〉

蓮
成
院
本

〈同
◎ 〈同 〈同 〈同 ○

㊦ ◎ 〈同

西
念
寺
本

上 （ 上 上 上 （ （ 上
〉 配

、
）

〉 〉 〉
姓
）

（ママ
）

皇

長

＼
）

〉

電
韻
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『
最
勝
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音
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性
格
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こ
の
類
衆
名
義
抄
と
の
比
較
を
通
し
て
、
本
音
義
に
は
、
全
体
と
し
て
義
注
が
少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
比
較
の
対
象
と
な
っ
た
細
字

の
う
ち
、
類
衆
名
義
抄
に
義
注
が
見
ら
れ
る
の
は
、
1
6
字
で
あ
り
、
そ
の
内
、
本
音
義
に
義
注
が
存
す
る
の
は
、
「
2
9
保
・
5
5
運
・
5
9
迦
・
6
8

∪
・
9
9
婆
・
用
婆
」
の
6
字
で
あ
る
。
得
ら
れ
る
用
例
が
少
な
い
為
、
さ
ら
に
、
舌
部
・
口
部
・
鼻
部
・
見
部
・
日
部
・
田
部
（
以
上
、
観

智
院
本
・
高
山
寺
本
・
蓮
成
院
本
に
見
ら
れ
る
。
）
、
水
郭
・
言
部
（
以
上
、
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
に
見
ら
れ
る
。
）
　
の
、
本
音
義
掲
出
字
の
総

て
で
あ
る
用
字
に
つ
い
て
、
同
様
の
比
較
を
行
な
う
と
、
改
編
本
類
衆
名
義
抄
で
義
注
を
有
す
る
3
3
字
の
内
、
本
音
義
に
も
義
注
が
見
ら
れ

る
の
は
、
僅
か
に
8
字
で
あ
る
。
現
存
改
編
本
の
状
況
を
見
る
に
、
こ
れ
程
義
注
の
少
な
い
改
編
本
の
一
本
が
存
し
た
と
は
考
え
難
い
。

水
部
・
言
部
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
右
の
3
3
字
の
内
、
水
部
・
言
部
の
3
0
字
に
つ
い
て
、
そ
の

義
注
が
、
図
書
寮
本
に
存
す
る
か
否
か
を
見
る
に
、
図
書
寮
本
に
も
同
様
の
義
注
が
存
す
る
の
は
、
「
泥
・
澤
・
泣
・
調
・
詣
・
論
・
謡
・
詰
・

謀
・
託
・
討
・
評
・
謬
・
議
・
諾
・
蔑
・
讐
」
の
1
7
字
、
図
書
寮
本
に
は
、
同
様
の
義
注
が
存
し
な
い
の
は
、
「
潰
・
滴
・
謎
・
注
・
淀
・
渚
・

油
・
吉
・
避
・
証
・
謙
・
護
」
の
1
2
字
で
あ
り
、
残
る
一
字
「
弥
」
は
、
図
書
寮
本
に
掲
出
字
自
体
存
し
な
い
。
一
方
、
本
音
義
に
義
注
が

存
す
る
の
は
、
図
書
寮
本
に
も
同
様
な
義
注
が
存
す
る
字
の
内
の
「
泥
・
詳
」
と
、
図
書
寮
本
に
は
、
同
様
の
義
注
が
存
し
な
い
字
の
内
の

「
涛
・
滴
・
謎
」
と
で
あ
り
、
図
書
寮
本
に
存
す
る
か
否
か
に
は
無
関
係
の
様
で
あ
る
。
ま
た
、
改
編
本
の
み
に
存
す
る
義
注
も
採
っ
て
い

る
こ
と
よ
り
、
本
音
義
の
依
っ
た
名
義
抄
は
、
義
注
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
現
存
の
改
編
本
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
の
あ
る
種
の
義

注
を
、
仲
甚
が
削
除
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

そ
の
削
除
さ
れ
た
義
注
が
、
表
Ⅵ
中
に
、
◎
と
し
て
表
わ
れ
た
訳
で
あ
る
。
一
々
の
例
を
見
る
と
、
「
1
4
伎
」
の
「
聾
＼
」
の
如
く
、
漢
字

（22）

一
字
の
注
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
右
に
追
加
調
査
し
た
用
字
中
の
本
音
義
に
不
採
用
の
義
注
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
音
義
に
採
用
さ
れ
た
義
注
は
、
「
5
9
迦
」
の
「
不
得
進
」
、
「
6
8
日
」
の
「
受
物
之
器
」
、
「
欄
婆
」
の
「
舞
客
」
、
「
晴
」
の

「
申
時
」
、
「
祢
」
の
「
水
不
利
、
」
、
「
満
」
の
「
水
流
＼
」
、
「
滴
」
の
「
河
懸
名
」
の
如
く
、
一
字
対
一
字
の
言
い
換
え
で
は
な
く
、
二
字

以
上
に
よ
っ
て
字
義
の
説
明
を
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
「
9
9
婆
」
の
「
舞
＼
」
、
「
嘆
」
の
「
喋
、
」
を
、
本
音
義
は
採
っ
て
お
り
、



「
2
9
保
」
の
「
キ
ル
衣
」
、
「
5
5
運
」
の
「
ト
フ
鳥
」
の
二
例
も
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
絶
対
の
規
則
と
は
言
え
な
い
。

㈲
字
体
注

字
体
注
に
つ
い
て
は
、
印
刷
の
都
合
上
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
表
は
掲
げ
な
い
が
、
類
衆
名
義
抄
に
比
し
て
、
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、

義
注
と
同
じ
く
、
本
音
義
に
見
ら
れ
な
が
ら
、
類
衆
名
義
抄
に
は
存
し
な
い
と
い
っ
た
字
体
注
は
、
無
い
。

（23）

今
、
比
較
の
対
象
と
な
っ
た
用
字
の
内
、
名
義
抄
に
字
体
注
が
見
ら
れ
る
の
は
、
2
5
字
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
本
音
義
に
字
体
注
が
存
す

る
の
は
、
僅
か
に
、
「
6
仙
」
「
7
侵
」
「
1
4
伎
」
「
2
0
僕
」
吼
4
字
で
あ
る
。
し
か
も
、
4
字
と
も
に
、
名
義
抄
の
字
体
注
よ
り
は
、
簡
単
な

注
と
な
っ
て
い
る
。

現
存
の
改
編
本
を
見
る
限
り
で
は
、
改
編
本
の
一
本
に
、
本
音
義
の
如
く
に
、
字
体
注
を
極
め
て
僅
か
し
か
有
し
な
い
も
の
が
存
し
た
可

能
性
は
、
低
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
恐
ら
く
は
、
仲
甚
が
「
披
類
衆
名
義
之
書
籍
注
寂
勝
王
脛
之
音
訓
」
の
際
に
、
不
必
要
と
考
え
、

採
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
音
義
は
、
「
最
勝
王
脛
」
に
出
現
す
る
漢
字
に
対
し
て
、
「
音
訓
」
を
注
す
る
と
い
う
意
図
の
も
と
に

作
製
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
音
訓
」
以
外
の
注
文
は
、
さ
ほ
ど
、
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
音
義
は
、
「
最

勝
王
脛
」
に
出
現
す
る
漢
字
を
順
次
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
仲
甚
の
見
た
「
最
勝
王
脛
」
に
見
ら
れ
る
字
体
の
み
記
せ
ば
事
足
り
た
、

（24）

と
い
っ
た
事
情
も
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

五
、
和
訓
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

本
音
義
の
和
訓
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
、
西
崎
氏
は
、
「
名
義
抄
の
体
系
、
す
な
わ
ち
院
政
期
の
体
系
に
近
い
も
の
と
み
て
大
過
あ
る
ま

（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、

い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
名
義
抄
」
と
「
四
割
強
の
不
一
致
の
語
例
が
、
存
す
る
」
と
の
指
摘
を
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
「
観
智
院
本

類
衆
名
義
抄
」
一
本
の
み
と
の
比
較
で
あ
り
、
「
不
一
致
の
語
例
」
の
中
に
は
、
「
観
智
院
本
」
に
異
な
る
差
声
が
見
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で

無
く
、
「
観
智
院
本
」
に
は
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
例
も
、
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
観
智
院
本
」
の
同
一
掲
出
字
の
下
に
挙
げ
ら
れ

電
韻
語
『
最
勝
王
璧
日
義
』
の
性
格



鎌
　
倉
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二
八
八

た
和
訓
に
限
っ
て
の
調
査
で
あ
り
、
「
観
智
院
本
」
の
別
の
掲
出
字
の
下
に
、
同
一
訓
が
本
音
義
と
同
一
ア
ク
セ
ン
ト
で
掲
げ
ら
れ
て
い
て
も
、

当
該
字
で
の
例
に
声
点
加
点
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
「
不
一
致
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
問
題
と
し
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
、
同
一
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
な
が
ら
、
声
点
が
、
単
点
と
双
点
と
で
異
な
る
場
合
も
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
「
不
一
致
の
語
例
」
と
し
て
い

る
、
等
問
題
が
多
い
。
本
音
義
が
、
現
存
の
「
観
智
院
本
」
そ
の
も
の
に
依
っ
て
い
る
の
で
は
無
い
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
で
あ
り
、
西
崎

氏
の
言
う
「
不
一
致
」
が
見
ら
れ
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

西
崎
氏
が
「
不
一
致
」
と
し
た
も
の
の
内
、
「
観
智
院
本
」
に
声
点
加
点
が
見
ら
れ
な
い
語
に
差
声
さ
れ
た
声
点
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の

（26）

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
に
よ
っ
て
、
当
時
の
当
該
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
結
局
、
本
音
義
に
「
観
智
院
本
」
と

異
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
例
は
、
僅
か
に
3
4
例
と
な
る
。
こ
の
3
4
例
を
分
類
し
て
掲
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。用

平
声
軽
音
節
の
上
声
化
に
よ
る
相
違

「
ア
．
可
オ
」
（
虻
1
5
オ
）

観
智
院
本
は
、
「
平
平
濁
」
で
あ
る
が
、
「
承
暦
本
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
」
で
は
、
「
平
平
軽
」
の
加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
。
観
智

院
本
は
、
こ
の
平
声
軽
点
を
平
声
に
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
音
義
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
ほ
ぼ
完
了
す
る
「
平
声
軽
音
節
の

上
声
化
」
を
受
け
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
伝
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
」
に
も
、
「
平
上
濁
」
の
加
点
が
見

ら
れ
る
。

類
例
‥
「
コ
．
ヒ
．
㍉
叫
」
（
慕
1
0
オ
）
・
「
ィ
．
イ
ヌ
l
」
（
寝
1
6
ウ
）
・
「
．
ヤ
」
（
箭
2
0
オ
）
・
「
ス
．
‥
河
」
（
酸
2
0
オ
）
・
「
．
ス
」
（
将
2
4
オ
）

拗
去
声
音
節
の
上
声
化
に
よ
る
相
違

「
キ
ー
．
サ
．
ヤ
」
（
厩
1
8
オ
）

観
智
院
本
で
は
「
去
上
濁
O
」
で
あ
り
、
本
音
義
の
差
声
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
完
了
す
る
「
去
声
音
節
の
上
声
化
」
を
反
映



す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

㈲
観
智
院
本
で
上
声
の
部
分
を
、
本
音
義
が
去
声
と
す
る
為
の
相
違

「
タ
．
1
…
ジ
ー
」
（
持
5
オ
・
薫
1
0
オ
）
・
「
ク
．
タ
…
粛
」
（
抹
5
オ
）
・
「
ハ
，
・
タ
シ
」
（
践
6
ウ
）
・
「
マ
㍉
カ
…
J
乃
」
（
繹
1
1
オ
）
・
「
カ
・
」
列
ル
・
」

．

「

l

（
勃
2
1
オ
）

右
の
5
語
6
例
に
対
す
る
去
声
点
加
点
例
は
、
今
回
参
照
し
た
院
政
鎌
倉
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
に
は
、
全
く
見
ら
れ
な
い
。

右
の
去
声
点
加
点
部
分
は
、
い
ず
れ
も
、
院
政
期
か
ら
上
声
で
あ
っ
た
も
の
か
、
或
い
は
、
平
声
軽
が
上
声
化
し
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
音
義
の
去
声
点
が
、
上
声
化
す
る
以
前
の
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
伝
え
る
と
は
、
考
え
難
い
。
こ
こ
で
、
こ

の
5
語
6
例
は
、
い
ず
れ
も
、
観
智
院
本
の
「
平
上
」
の
部
分
を
「
平
去
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
「
平
上
」
と
「
平

去
」
と
は
、
二
音
節
を
単
位
と
し
て
見
た
時
に
は
、
ど
ち
ら
も
上
昇
調
で
あ
る
点
で
共
通
す
る
。
或
い
は
、
こ
の
こ
と
が
関
係
し

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
他
資
料
に
類
例
を
求
め
、
尚
検
討
し
た
い
。

㈲
観
智
院
本
の
誤
写
に
よ
る
相
違

「
訂
ハ
J
封
タ
リ
」
（
弊
2
5
ウ
）

観
智
院
本
は
、
「
平
上
濁
○
○
」
で
あ
る
が
、
「
凱
」
の
箇
所
で
は
、
「
上
平
○
○
」
（
仏
下
末
黛
で
あ
る
。
ま
た
、
終
止
形
「
ツ
ブ
」

は
、
観
智
院
本
で
、
「
上
平
濁
」
で
あ
る
（
「
鱗
」
「
型
）
。
『
四
座
講
式
の
研
究
』
に
依
れ
ば
、
終
止
形
が
二
拍
の
上
二
段
動
詞
は
、

連
用
形
と
終
止
形
は
、
同
一
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
の
で
、
「
ツ
ビ
」
も
ま
た
、
本
音
義
の
如
く
「
上
平
濁
」
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、

観
智
院
本
の
「
弊
」
の
箇
所
で
「
平
上
濁
」
と
す
る
の
は
、
誤
写
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

類
例
二
．
ヨ
可
パ
フ
．
」
（
喚
5
ウ
）
・
「
封
」
（
咽
6
オ
）
・
「
ク
．
り
判
」
（
爛
7
ウ
）
・
「
‥
コ
ー
フ
，
」
（
縛
1
0
ウ
）
・
「
ヒ
・
」
（
火
7
オ
）
・
「
・
ク

‥
可
」
（
阿
1
3
オ
）
・
「
剖
〓
勅
」
（
冥
1
6
オ
）
・
「
モ
．
‥
月
」
（
底
1
8
ウ
）

㈲
本
音
義
の
誤
写
に
よ
る
相
違

謁
鯛
篭
城
『
最
勝
王
経
音
義
』
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
九
〇

「
夕
．
～
．
ム
．
キ
…
」
（
腎
2
5
ウ
）

観
智
院
本
は
「
平
平
月
O
」
。
本
音
義
の
十
八
丁
表
に
も
「
皆
」
字
は
見
ら
れ
、
「
タ
ゝ
ム
キ
」
に
対
し
て
「
平
平
月
平
濁
」
と
差
声
さ
れ
て
い

る
為
、
二
十
五
丁
裏
の
「
平
平
刊
平
濁
」
は
、
誤
写
で
あ
ろ
う
。

類
例
二
ウ
．
書
．
ヌ
」
（
悔
4
オ
）
・
「
宮
．
シ
」
（
潰
9
．
オ
）
・
．
ワ
剖
ヌ
．
」
（
宛
1
6
ウ
）
・
「
ホ
オ
影
」
（
屠
2
1
ウ
）
・
「
カ
．
1
割
ル
」
（
孟
2
4
オ
）

㈲
そ
の
他

①
二
通
り
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
存
し
た
可
能
性
の
有
る
も
の

「
ス
．
サ
．
…
フ
」
　
（
荒
1
0
ウ
）

観
智
院
本
、
前
田
家
本
色
薬
芋
類
抄
は
、
共
に
「
上
上
平
濁
」
で
あ
る
が
、
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究
』
に
依
れ
ば
、
下
二
段

活
用
の
「
ス
サ
ム
」
が
「
平
平
上
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
本
が
存
す
る
（
「
梅
・
訓
・
清
聞
・
清
声
」
）
。
本
音
義
は
、
こ
の
ア
ク
セ

ン
ト
を
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

類
例
‥
「
オ
．
日
中
ク
．
」
（
舟
2
2
ウ
）
・
「
カ
．
列
ゾ
ル
」
「
ハ
．
到
‥
オ
」
（
彗
2
4
ウ
）

②
用
例
不
足
で
判
断
し
か
ね
る
も
の

観
智
院
本
は
「
平
平
平
濁
」
、
「
蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
」
は
「
平
平
上
濁
」
。

「
ミ
．
サ
…
．
カ
リ
．
こ
」
　
（
方
2
1
ウ
）

観
智
院
本
「
上
平
刊
平
O
」
、
「
御
巫
本
日
本
書
紀
私
記
」
で
は
「
上
上
上
上
上
」
（
3
0
オ
）
。

以
上
、
3
4
例
で
あ
る
。
右
の
内
、
畑
の
相
違
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
音
義
の
基
と
な
っ
た
観
智
院
本
系
の
類
衆
名
義
抄
の
ア
ク
セ
ン

ト
を
、
大
部
分
伝
え
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
田
畑
で
は
、
ど
ち
ら
も
、
本
音
義
の
方
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
後
の
ア
ク

セ
ン
ト
を
示
し
て
お
り
、
現
存
観
智
院
本
の
親
本
よ
り
も
新
し
い
本
を
基
に
、
本
音
義
の
書
写
が
行
な
わ
れ
た
事
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
よ

う
0



六
、
む
す
び

以
上
、
本
音
義
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
。
各
節
で
ま
と
め
る
こ
と
は
行
な
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
記
す
な
ら

ば
、
次
の
如
く
に
な
ろ
う
。

一
、
本
音
義
は
、
「
金
光
明
最
膠
王
繹
」
中
の
、
注
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
漢
字
を
、
部
首
別
分
類
を
施
し
て
出
現
順
に
並
べ
、
改
編
本
類

衆
名
義
抄
の
一
本
に
依
っ
て
、
注
し
た
書
で
あ
る
。

二
、
そ
の
際
、
使
用
さ
れ
た
類
衆
名
義
抄
は
、
現
存
の
西
念
寺
本
・
観
智
院
本
に
近
い
本
で
あ
り
、
一
般
に
観
智
院
本
系
と
呼
ば
れ
る
一

本
で
あ
っ
た
。

三
、
引
用
は
、
依
り
所
と
し
た
類
衆
名
義
抄
に
忠
実
で
あ
る
が
、
一
部
、
注
を
削
除
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
指
摘
で
き
る
。

四
、
ま
た
、
音
注
の
内
、
「
エ
（
片
仮
名
）
」
「
（
片
仮
名
）
六
」
の
型
の
注
は
、
後
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
和
訓
の
中
に
も
、
現
存
改
編
本
に
見
ら
れ
な
い
も
の
が
存
す
る
が
、
そ
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
無
い
。

六
、
和
訓
に
付
さ
れ
た
声
点
は
、
類
衆
名
義
抄
と
同
じ
く
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
名
義

抄
で
「
平
上
」
の
も
の
を
、
「
平
去
」
と
写
す
こ
と
に
は
、
後
の
要
素
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
有
る
。

以
上
、
本
音
義
は
、
基
と
な
っ
た
観
智
院
本
系
類
衆
名
義
抄
の
一
本
の
姿
を
、
大
部
分
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
存
類
衆
名
義
抄
中
、

唯
一
の
完
本
で
あ
る
観
智
院
本
だ
け
に
し
か
見
ら
れ
な
い
部
首
を
も
伝
え
て
お
り
、
類
衆
名
義
抄
の
研
究
上
、
価
値
有
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
点
を
踏
ま
え
、
国
語
史
研
究
上
、
今
後
更
に
、
活
用
さ
れ
る
べ
き
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
　
川
瀬
一
馬
博
士
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
。
講
談
社
。
）
五
三
七
頁
～
五
四
一
頁
。

電
謂
謂
『
最
勝
王
経
音
義
』
の
性
格

二
九
一



（2）（3）（1）（5）（6）（7）（8）（9）（10）（11）（12）（13）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
二

「
童
謡
堀
本
　
「
寂
勝
王
脛
音
義
」
掲
出
字
索
引
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
六
十
六
韓
。
）
　
「
琵
謂
堀
蔵
敢
勝
王
経
音
義
和
訓
の
ア
ク
セ
ン

ト
」
　
（
「
（
同
上
）
」
第
七
十
三
韓
。
）

注
　
（
1
）
　
文
献
。

注
（
2
）
後
者
文
献
。

注
　
（
3
）
　
に
同
じ
。

注
　
（
4
）
　
に
同
じ
。

観
智
院
本
義
山
寺
本
は
天
理
図
書
館
蔵
本
（
『
師
番
警
慕
謹
書
』
に
依
る
）
、
蓮
成
院
本
は
、
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
（
『
欄
鯛
的
欄
三
賛
類
衆
名
義
抄
』

9

勉
誠
社
。
昭
和
六
十
一
年
一
月
。
に
依
る
）
、
西
念
寺
本
は
、
天
理
図
書
館
蔵
の
『
頬
衆
名
義
抄
慧
察
本
一
』
　
（
8
1
3
日
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
依
る
こ
と
と

す
る
。『

金
光
明
最
勝
王
脛
』
本
文
は
、
こ
の
場
合
我
が
国
の
古
写
本
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
西
大
寺
本
（
春
日
政
治
博
士
『
胡
椒
金
光
明
景
勝
王
経
古
鮎

の
国
語
学
的
研
究
』
　
に
依
る
）
　
を
用
い
た
。

「
†
」
部
で
は
、
「
†
」
を
、
「
是
」
部
で
は
、
「
走
」
を
、
初
め
に
掲
げ
る
の
で
あ
り
、
景
勝
王
経
本
文
と
は
関
係
し
な
い
。

表
中
、
初
出
例
の
所
在
で
な
い
も
の
は
、
入
部
で
は
、
「
2
2
傍
」
「
2
3
伐
」
「
2
6
像
」
「
2
7
倍
」
「
2
8
悌
」
「
3
3
檜
」
、
言
部
で
は
、
「
7
詣
」
「
2
1
辞
」

「
2
4
訟
」
「
2
7
議
」
「
2
8
護
」
「
3
0
諾
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
字
は
、
初
出
例
を
見
逃
し
た
か
、
始
め
は
、
注
を
要
し
な
い
と
判
断
し
た
が
、
後
に
注

す
る
こ
と
と
し
た
、
等
の
事
情
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

走
部
・
麦
部
・
一
部
・
1
部
・
十
部
は
、
本
音
義
に
立
て
ら
れ
て
い
な
い
為
、
比
較
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

明
ら
か
な
誤
写
は
、
こ
れ
を
訂
正
し
、
仮
名
遣
い
、
ま
た
は
、
音
韻
変
化
に
よ
る
表
記
の
差
の
み
の
も
の
は
、
こ
れ
を
別
語
と
は
認
め
な
か
っ
た
。

蓮
成
院
本
と
西
念
寺
本
に
は
、
掲
出
字
相
当
部
分
が
欠
け
て
い
る
箇
所
が
存
し
、
正
確
な
比
較
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
改
編
本
四
本
共

に
存
す
る
聖
子
に
限
っ
て
比
較
を
行
な
っ
て
み
て
も
、
次
表
の
如
く
で
あ
り
、
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
に
近
い
と
い
う
結
果
は
ヽ
変
わ
ら
な
い
。



（
曇
　
◎
の
和
訓
に
、
あ
る
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
考
え
も
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
を
見
出
し
て
い

な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
和
訓
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
た
が
、
『
新
撰
字
鏡
』
に
よ
っ
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
和
訓
と
は
言
え
な
い
。

（
黛
　
現
存
改
編
本
の
い
ず
れ
に
も
存
し
な
い
訓
が
、
仲
甚
の
見
た
類
衆
名
義
抄
に
は
存
し
た
と
考
え
る
の
に
は
、
無
理
が
有
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
本
音
義
の
み
に
見
ら
れ
る
和
訓
は
、
必
ず
し
も
、
和
訓
注
の
終
わ
り
に
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
後
の
増
補
と
見
る
の

（
1
6
）
　
た
だ
し
、
「
蓮
」
は
、
『
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
も
、
。
遵
　
（
巻
第
百
三
十
）
と
見
ら
れ
る
（
東
辻
保
和
氏
「
安
田
八
幡
宮
蔵
大

ソ
ン

般
若
波
羅
密
多
脛
の
音
注
（
資
料
）
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
四
十
四
輯
）
に
依
る
）
。

（
1
7
）
　
本
資
料
中
の
掲
出
字
の
内
、
和
音
注
を
有
す
る
字
は
抑
字
。
そ
の
媚
字
中
、
「
匿
」
と
同
様
に
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
は
和
音
注
が
存
し
な

い
も
の
が
、
匿
を
含
め
、
坤
字
見
ら
れ
る
。
そ
の
蔓
議
に
挙
げ
る
が
（
和
音
注
以
外
は
省
略
）
、
い
ず
れ
も
後
の
書
込
み
と
は
、
考
え
難
い
。

心
禾
真
（
3
ウ
）
　
博
禾
バ
ク
（
4
オ
）
　
沃
禾
上
　
里
　
（
9
オ
）
　
津
禾
シ
ム
（
9
オ
）
　
潰
禾
ノ
ウ
（
9
オ
）
　
縦
禾
従
（
1
1
オ
）
　
匿
禾

ク
ヰ
（
．
1
2
ウ
）
　
編
禾
フ
ク
（
1
4
ウ
）
　
療
禾
レ
ウ
（
1
8
ウ
）
　
閲
禾
化
チ
（
1
9
オ
）
　
闘
禾
ト
ウ
（
1
9
ウ
）
　
貝
禾
ハ
イ
（
1
9
ウ
）
　
愛
禾
ア

イ
（
2
4
オ
）
后
禾
コ
ウ
（
2
4
ウ
）
碍
禾
ノ
ク
（
2
5
ウ
）

尚
、
「
沃
」
に
対
す
る
「
禾
上
里
」
無
細
瑠
本
・
蓮
成
院
本
に
は
、
当
該
部
分
に
「
又
悪
⊥
」
と
見
ら
れ
、
そ
の
誤
写
の
可
能
性
が
有
り
、
「
濃
」

レ

に
は
、
観
智
院
本
に
「
ユ
醸
．
地
ヨ
ウ
　
　
」
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
津
」
は
、
図
書
寮
本
に
は
「
禾
シ
ン
．
」
と
有
り
、
「
愛
」
の
「
禾
ア
イ
」

も
、
蓮
成
院
本
に
は
見
ら
れ
る
、
等
、
本
音
義
の
基
と
な
っ
た
本
に
、
既
に
和
音
注
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
が
指
摘
で
き
る
。

（
建
）
．
沼
本
克
明
博
士
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
。
）
第
一
部
第
二
章
。

（
1
9
）
　
蓮
成
院
本
も
、
残
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
観
智
院
本
と
同
様
の
和
音
注
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
こ
の
用
字
に
つ
い
て
、
原
撰
本
と
の
直
接
の
比
較
は
、
不
可
能
で
あ
る
が
、
◎
の
和
音
注
の
中
に
は
、
二
形
併
存
の
も
の
（
「
5
健
」
の
「
禾
見

又
去
コ
ン
」
、
「
2
9
保
」
の
「
禾
ホ
　
ホ
ウ
」
）
や
、
類
音
字
表
記
の
も
の
（
「
1
3
倦
」
の
「
禾
巻
」
）
が
存
し
、
こ
れ
ら
は
、
原
撰
本
に
既
に
存
し
た

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
、
注
（
望
文
献
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
◎
の
和
音
注
の
、
総
て
を
、
改
編
の
時
点
で
の
増
補
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

（
型
　
『
金
光
明
最
勝
王
脛
』
の
読
調
音
に
合
わ
な
い
も
の
を
削
っ
た
、
等
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

に
も
問
題
が
残
ろ
う
。

シ
ュ
ン

轟
墨
謂
『
景
勝
王
経
音
義
』
の
性
格



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
四

相
イ

（
桐
空
　
た
だ
し
、
「
油
」
に
は
「
相
花
」
　
（
観
智
院
本
）
、
「
桐
花
」
（
蓮
成
院
本
）
　
の
義
注
が
見
ら
れ
な
が
ら
、
本
音
義
は
採
ら
ず
、
例
外
と
な
る
。

（
鬱
　
「
2
悌
・
6
仙
・
7
侵
・
1
4
伎
・
1
5
偽
・
1
8
停
・
2
0
僕
・
2
8
棲
・
3
9
徹
・
4
0
修
・
4
5
衛
・
5
0
逮
・
5
6
逢
・
5
7
適
・
5
9
迦
・
6
2
遊
・
7
0
匹
・
7
2
匿
・

7
6
就
・
7
8
聴
・
7
9
聡
・
8
3
槻
・
8
5
嫉
・
9
0
娯
・
9
4
娼
」
の
2
5
字
で
あ
る
。

（
“
空
　
本
音
義
に
4
字
で
は
あ
る
が
、
字
体
注
が
見
ら
れ
る
理
由
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
い
ず
れ
も
、
最
初
の
部
首
で
あ
る
「
入
部
」
の
始

め
の
部
分
の
掲
出
字
で
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
「
仙
」
の
注
は
、
「
愕
又
作
」
と
い
っ
た
、
比
較
的
大
き
く
形
の
異

な
る
異
体
字
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
伎
」
に
対
す
る
「
女
楽
作
妓
」
に
は
、
本
音
義
の
音
注
の
ほ
と
ん
ど
に
付
さ
れ
て
い
る
合
点
が
、
加
点
さ

れ
て
お
り
、
或
い
は
音
注
と
間
違
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ず
、
「
僕
」
　
へ
の
「
僕
俗
」
の
注
は
、
後
の
書
き
込
み
と
判
断
さ
れ
る
。

（
2
5
）
　
注
　
（
2
）
　
後
者
文
献
。

（
一
空
　
『
承
暦
三
年
抄
本
金
光
明
最
勝
王
繹
音
義
』
『
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
』
「
改
編
本
類
衆
名
義
抄
諸
本
」
「
和
名
類
衆
抄
声
点
本
諸
本
」
（
馬
渕
和
夫

博
士
編
『
和
名
類
兼
抄
詰
林
本
文
お
よ
び
索
引
』
に
依
る
）
『
前
田
家
本
色
葉
写
類
抄
』
『
法
華
経
軍
字
』
『
四
座
講
式
』
（
金
田
一
春
彦
博
士
『
四
座
講

式
の
研
究
』
に
依
る
）
「
古
今
和
歌
集
声
点
本
」
（
秋
永
一
枝
氏
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究
』
に
依
る
）
『
永
治
二
年
本
古
今
和
歌
集
』
『
浄
稗
本

拾
遺
和
歌
集
』
　
（
築
島
裕
博
士
「
浄
稗
本
拾
遺
和
歌
集
所
載
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
就
い
て
」
（
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』
所
収
）
に
依
る
）
『
御
巫
本
日

本
書
記
私
記
』
。
以
上
で
あ
る
。

［
付
記
］
本
稿
の
骨
子
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
於
い
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
成
す
に
当
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
よ

り
終
始
御
指
導
を
賜
り
、
沼
本
克
明
博
士
に
は
、
有
益
な
御
示
唆
を
頂
い
た
。
ま
た
、
原
本
閲
覧
に
つ
い
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
皆
様

よ
り
、
格
別
の
御
厚
情
を
賜
っ
た
。
記
し
て
、
謹
ん
で
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




